
凡例

1 ．本書の記述期間は、当社が「城西南地区開発趣意書」を発表、その開発

に着手した昭和28年1 月から昭和63年3 月末 までの35年間であ る。

こ れにいたる背景－昭和27年までは、序章 としてとりまとめた。2

．用字・用語は固有 名詞、特殊な術語を除き、原則として当用漢字、現代

かなづ かいによった。また引用文について は、つとめて原文のままと

した。3

．数量・単位の内、面積 については、原則として㎡（平 方メートル）で 表

示したが、区画整理地区の施行面積はha（ヘクタール＝1万
㎡）で表わ

している。なお、施 行面積は原則 として竣工時の確定面積で表示した。4

．地名・駅 名については、その時点でのそれぞれの名称を使い分け た。

（例、 市ヶ尾 町、市が尾駅）5

．人名は、すべて敬称を省略 させていただいた。6

．法人名については、原則として本文記載の時代に使われた名称 とし、

「株式会社」はできるだけ省略 させていただいた。ただ他とまぎらわ

しい場合のみ㈱を補った。

なお、土地区画整理組合、日本住宅公団（現、住宅・都市整備公団）、 神

奈川県住宅供給公社、日本国有鉄道（現、JR東日本）、帝都高速度交通

営団 の名称については、一部を除いて組合、公団、公社、国鉄、営団 ま

たは営団地下鉄の略称を使用させていただいた。7

．借用写真・資料 については、個別に提供者名を挿入せず、巻末に参考文

献一覧とともに一括掲載 させていただいた。
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